




















































































































































































































































































2 － 1 ．夜に降る雪と屋台のあかり


























































































































3 － 3 ．「イメージ」のシステムが隠される理由
死者と生者が出会うということが、「雪窓」の中心的テーマである。このテーマに
は、死者と生者の接触が書かれる他の安房作品にも通じる、一つの掟のようなものが
ある。それは、生者が生者であるまま死者と対面するには、死者の領域と生者の領域
が断絶可能な場に分かれていなければならないということである。二つの領域が繋
がったままであれば、死者と生者の違いは無くなってしまう。
「雪窓」において、死者の領域と生者の領域の断絶と接続は、屋台の窓と、「山のふ
もとの、野沢村の入り口あたり」という、断絶と接続の両方を同時に象徴する境界に
よって可能になった。死者と対面するには、雪の積もった夜に峠を越えるなど、実は
他にも条件や手続きが必要である。しかし、二つの領域の接続の方法は隠されてい
て、おやじさんにはわからない。「イメージ」のシステムはおやじさんの無意識下で
動いているからだ。
一晩だけであれば救いとなった死者との対面が、おやじさんの意志によって可能に
なってしまえば、おやじさんは死者の領域へ行ったまま戻らないかもしれない。例え
ば「白いおうむの森」のインド人はまさに、戻らない側の人間だった。「雪窓」は、
死者との対面の方法をおやじさんに認識できないようにすることで、おやじさんが死
者の領域に魅入られるのを防ぎながら、一晩の幸せな出会いの機会を与えているので
ある。
おわりに
本論文が明らかにしたのは、以下の三点である。一点目は、「雪窓」で繰り返し描
かれる峠・雪・窓という事物に与えられた象徴的意味が、おやじさんとかくまきの娘
の対面を可能にしている点である。二点目は、「雪窓」における「イメージ」は、象
徴的な意味をもつ事物で構成され、おやじさんの無意識の中にある過去の体験や心情
が具現化されたものであるという点である。三点目は、死者に会うための道や、死者
と生者が対面する場を用意するのは、事物に象徴された意味同士の結びつきによる
110
「イメージ」のシステムであるという点である。このシステムがおやじさんの無意識
下で動いていることが、死者の領域に魅入られることなく一晩の幸せな出会いの機会
を得る結末を生み出している。
本論文は、「雪窓」における「イメージ」の構成方法と、登場人物の無意識下で作
品を動かす「イメージ」のシステムを見出した。これは、「雪窓」の作品研究である
と同時に、安房直子の他の作品の「イメージ」の構成や、作品展開の方法を明らかに
するための、一つのものさしとなるはずである。
「雪窓」と同じ『童話集白いおうむの森』に収録された作品の中で、死者と生者の
対面が書かれるのは、表題作の「白いおうむの森」である。この作品では、幾度も繰
り返される連想によって、死者と交流可能な地下世界が想像され、みずえは実際に
「よみの国」として現れた階段の下の領域に行くことになる。「白いおうむの森」は
「雪窓」とは異なり、死者の領域と生者の領域に境界があることが、登場人物に意識
されている。「白いおうむの森」の、連想によって話を展開させ別世界を作り出す方
法や、死者の領域と生者の領域の境界が意味するものを「雪窓」と比較することは、
安房作品が死者との対面をどのような方法で描いているか分析するための一つの方法
であると考えている。
註
1 　象徴という語の定義は数多くある。本論文においては、一つの作品の中だけで通
用する特別な意味を担っているものを象徴と呼んでいる。日本の童話と象徴とい
う語の関係については、古田足日の「象徴童話」論（古田足日『現代児童文学論　
近代童話批判』、くろしお出版、1959等）を中心とした議論がある。安房作品の
分析に象徴という語を使用することが、「童話伝統批判」との関連において適切
かどうかは、今後の課題とする。
2　本論文は「雪窓」における象徴的事物に注目したが、音に注目したものとして
は、大沼郁子の「安房直子「雪窓」の〝音〟の世界を読む」がある。大沼は「雪
窓」の音について、「文字からイメージする音であり，郷愁の中で響く音が多い」
と述べ、その「〝音〟」は「聴覚を用いないイメージの〝音〟」（大沼、11）である
と考察した。また、「〝音〟の要素を読み解いていくと，此岸と彼岸の境界線が見
えてくる」（大沼、14）とも述べた。「イメージ」を構成するものが視覚的要素だ
けではないとすると、音や声も「イメージ」のシステムの一部であると考えるこ
ともできる。
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